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待
ち
に
待
っ
た
ダ
ビ
ン
チ
導
入

県
北
地
域
唯
一
の
最
新
鋭
機
種

何
が
優
れ
て
い
る
の
か

　
２
０
２
２
年
８
月
、
つ
い
に
深
谷
赤
十
字
病
院
で
ダ
ビ
ン
チ
手
術

が
始
ま
り
ま
す
。
ダ
ビ
ン
チ
手
術
と
は
、
イ
ン
テ
ュ
イ
テ
ィ
ブ
サ
ー

ジ
カ
ル
合
同
会
社
が
販
売
す
る
ｄ
ａ　
Ｖ
ｉ
ｎ
ｃ
ｉ　
Ｓ
ｕ
ｒ
ｇ
ｉ

ｃ
ａ
ｌ　

Ｓ
ｙ
ｓ
ｔ
ｅ
ｍ
を
用
い
た
手
術
の
こ
と
で
、
日
本
で
は

２
０
１
２
年
４
月
に
前
立
腺
全
摘
術
に
お
い
て
は
じ
め
て
認
可
さ
れ

ま
し
た
。

　
ダ
ビ
ン
チ
手
術
は
、
広
い
括
り
で
は
腹
腔
鏡
下
手
術
の
ひ
と
つ
で

す
。
お
な
か
に
穴
を
あ
け
て
ポ
ー
ト
を
立
て
、
炭
酸
ガ
ス
で
広
げ
る

こ
と
で
操
作
腔
を
確
保
し
、
鉗
子
（
か
ん
し
）
と
い
う
器
具
を
用
い

て
手
術
操
作
を
行
う
の
が
腹
腔
鏡
手
術
で
す
が
、
従
来
の
腹
腔
鏡
手

術
で
は
基
本
的
に
は
真
っ
直
ぐ
の
鉗
子
を
使
っ
た
操
作
が
基
本
で
あ

り
、
例
え
る
な
ら
「
菜
箸
を
持
っ
て
裁
縫
を
す
る
」
よ
う
な
難
し
さ

が
あ
り
ま
し
た
。

　
特
に
、
前
立
腺
は
骨
盤
の
奥
深
く
に
あ
る
た
め
、
角
度
的
に
も
腹

腔
鏡
手
術
の
難
易
度
が
非
常
に
高
く
、
腹
腔
鏡
手
術
全
盛
の
時
代
に

お
い
て
も
、
多
く
の
医
療
機
関
に
お
い
て
開
腹
手
術
が
選
択
さ
れ
て

い
ま
し
た
。

　

一
方
、
手
術
支
援
ロ
ボ
ッ
ト
で
あ
る
ダ
ビ
ン
チ
を
用
い
る
こ
と

で
、
そ
の
菜
箸
に
関
節
が
備
わ
り
、
自
身
の
手
で
動
か
し
て
い
る
の

と
ほ
と
ん
ど
変
わ
ら
な
い
感
覚
で
手
術
操
作
を
行
う
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
患
者
さ
ん
に
ダ
ビ
ン
チ
を
ド
ッ
キ
ン
グ
し
て

し
ま
え
ば
、
そ
の
後
、
術
者
は
患
者
さ
ん
か
ら
離
れ
た
場
所
に
あ
る

コ
ン
ソ
ー
ル
に
座
っ
て
、
ハ
ン
ド
ル
を
指
で
動
か
す
こ
と
で
手
術
を

行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
手
術
視
野
も
三
次
元
で
見
る
こ
と
が
で
き
、
さ
な
が
ら

Ｖ
Ｒ
(ｖ
ｉ
ｒ
ｔ
ｕ
ａ
ｌ　
ｒ
ｅ
ａ
ｌ
ｉ
ｔ
ｙ
）
機
器
を
装
着
し
て

い
る
よ
う
な
感
覚
で
手
術
を
行
え
る
他
、
手
ブ
レ
補
正
機
能
も
つ
い

て
い
る
た
め
、
よ
り
精
密
な
手
術
操
作
が
可
能
で
す
。
加
え
て
、
腹

腔
鏡
手
術
の
大
き
な
メ
リ
ッ
ト
の
ひ
と
つ
で
あ
る
、
炭
酸
ガ
ス
に
よ

る
気
腹
に
よ
っ
て
多
少
の
出
血
は
勝
手
に
と
ま
っ
て
し
ま
い
ま
す
の

で
、
開
腹
手
術
で
あ
れ
ば
１
０
０
０
ー
２
０
０
０
㎖
の
出
血
が
起
こ

る
こ
と
も
日
常
茶
飯
事
の
前
立
腺
全
摘
術
で
も
、
１
０
０
㎖
未
満
の

出
血
量
に
お
さ
え
る
こ
と
が
可
能
に
な
り
ま
し
た
。

　
ダ
ビ
ン
チ
は
、
２
０
２
１
年
末
の
時
点
に
お
い
て
世

界
で
約
６
７
０
０
台
が
販
売
さ
れ
て
お
り
、
日
本
で
も

す
で
に
約
４
５
０
台
が
稼
働
し
て
い
ま
す
。
た
だ
、
埼

玉
県
で
は
こ
れ
ま
で
埼
玉
医
大
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー

（
川
越
）
や
行
田
総
合
病
院
に
お
い
て
導
入
さ
れ
て
い

る
も
の
の
、
県
央
部
～
熊
谷
市
以
西
の
県
北
部
～
秩
父

方
面
に
お
い
て
は
１
台
も
導
入
さ
れ
て
い
な
い
状
況
で

し
た
。

　
深
谷
赤
十
字
病
院
で
は
、
第
４
世
代
で
フ
ラ
ッ
グ
シ

ッ
プ
モ
デ
ル
に
あ
た
る
最
新
鋭
の
ｄ
ａ　
Ｖ
ｉ
ｎ
ｃ
ｉ　

Ｘ
ｉ
を
導
入
し
て
い
る
た
め
、
今
後
は
泌
尿
器
科
だ
け

で
な
く
、
ほ
か
の
診
療
科
で
も
ダ
ビ
ン
チ
を
用
い
た
手

術
を
行
え
る
よ
う
準
備
を
進
め
て
い
く
予
定
で
す
。

ダ ビ ン チ
導
入

当院の泌尿器科医師（左から）日野医師、鎌田医師、千葉部長、木下医師

▼精緻な手技を可能にする
　インストゥルメント（鉗子）

▼術者（医師）が使用するコント
　ローラーとモニターが映し出す術野

▶
カ
メ
ラ
ア
ー
ム
（
１
本
）
と

　
イ
ン
ス
ト
ゥ
ル
メ
ン
ト
ア
ー
ム

　
（
３
本
）
か
ら
な
る
ペ
イ
シ
ェ
ン
ト

　
カ
ー
ト

©intuitive surgical G.K.

©intuitive surgical G.K. ©intuitive surgical G.K.

©intuitive surgical G.K.

2022 年８月より
手術支援ロボット「ダビンチ」を
利用した手術が
泌尿器科領域から始まります

泌
尿
器
科
医
師
　
鎌
田 

修
平
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手
術
支
援
ロ
ボ
ッ
ト

ダ
ビ
ン
チ
の
導
入
稼
働
に
際
し
て

ダ
ビ
ン
チ
稼
働
に
向
け
、
職
員
も
動
き
出
し
て
い
ま
す

院
長
　
伊
藤 

博

　
深
谷
赤
十
字
病
院
に
漸
く
手
術
支
援
ロ
ボ
ッ
ト
ダ
ビ
ン
チ
が
導
入
、
稼
働
開

始
の
運
び
と
な
り
ま
し
た
。
き
っ
か
け
は
、
千
葉
大
学
か
ら
の
泌
尿
器
科
医

チ
ー
ム
（
４
名
）
の
派
遣
で
す
。
全
員
が
ダ
ビ
ン
チ
の
操
作
資
格
を
持
っ
て
お

り
、
彼
ら
の
力
を
存
分
に
発
揮
し
て
も
ら
う
た
め
に
も
導
入
は
必
須
で
し
た
。

全
国
の
赤
十
字
病
院
91
病
院
で
は
す
で
に
34
施
設
が
ダ
ビ
ン
チ
を
保
有
し
、
病

床
数
４
０
０
床
以
上
の
40
病
院
で
は
32
病
院
、
実
に
80
％
の
赤
十
字
病
院
が
保

有
し
て
い
る
事
か
ら
、
当
院
で
も
機
会
が
あ
れ
ば
と
思
い
続
け
て
お
り
ま
し

た
。
６
月
の
内
覧
会
で
実
際
に
触
る
機
会
を
得
ま
し
た
が
、
10
年
以
上
前
に
学

会
会
場
で
触
っ
た
時
よ
り
動
き
が
格
段
に
ス
ム
ー
ズ
の
様
な
気
が
し
ま
し
た
。

　
手
術
支
援
ロ
ボ
ッ
ト
を
使
っ
た
手
術
は
、
泌
尿
器
科
領
域
で
初
め
に
保
険
収

載
さ
れ
、
産
婦
人
科
領
域
、
消
化
器
外
科
領
域
へ
と
広
が
り
、
鏡
視
下
手
術
と

同
様
、
低
侵
襲
手
術
へ
の
移
行
は
外
科
系
領
域
で
の
大
き
な
流
れ
と
な
っ
て
い

ま
す
。
今
回
の
ダ
ビ
ン
チ
最
新
機
種
の
導
入
が
最
終
的
に
は
患
者
さ
ん
へ
の
貢

献
と
な
り
、
地
域
の
皆
様
に
還
元
で
き
れ
ば
と
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

　
私
た
ち
臨
床
工
学
技
士
(以
下
、
Ｃ
Ｅ
)は
日
進
月
歩
で
開
発
・
進
歩

す
る
医
療
機
器
を
操
作
保
守
管
理
す
る
こ
と
が
業
務
の
１
つ
と
し
て
確

立
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
度
、
当
院
に
最
先
端
の
手
術
支
援
ロ
ボ
ッ
ト

（
以
下
、
ダ
ビ
ン
チ
）
が
導
入
さ
れ
、
そ
の
保
守
管
理
に
関
わ
れ
る
こ

と
は
非
常
に
光
栄
で
、
Ｃ
Ｅ
冥
利
に
尽
き
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

ダ
ビ
ン
チ
導
入
に
際
し
て
は
、
施
設
見
学
を
行
い
ノ
ウ
ハ
ウ
を
習

得
。
そ
の
後
は
実
機
を
使
用
し
て
の
セ
ッ
テ
ィ
ン
グ
と
機
器
操
作
の
習

得
、
ト
ラ
ブ
ル
シ
ュ
ー
テ
ィ
ン
グ
の
実
施
と
手
術
室
レ
イ
ア
ウ
ト
調
整

を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
安
定
稼
働
に
向
け
て
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
作
成

と
不
具
合
時
対
応
を
含
め
た
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
体
制
の
構
築
、
術
中
の
映

像
・
記
録
の
管
理
が
責
務
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　
手
術
前
の
準
備
だ
け
で
は
な
く
、
ダ
ビ
ン
チ
を
安
全
に
使
用
で
き
る

よ
う
に
手
術
の
サ
ポ
ー
ト
を
行
う
こ
と
で
、
手
術
チ
ー
ム
の
一
員
と
し

て
参
加
で
き
る
こ
と
を
嬉
し
く
思
い
ま
す
。

　
ダ
ビ
ン
チ
導
入
に
際
し
、
手
術
室
看
護
師
の
準
備
と
し
て
イ
ン
テ
ュ

イ
テ
ィ
ブ
サ
ー
ジ
カ
ル
合
同
会
社
が
提
供
す
る
オ
ン
ラ
イ
ン
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
に
て
、
ｄ
ａ　
Ｖ
ｉ
ｎ
ｃ
ｉ　
Ｘ
ｉ
サ
ー
ジ
カ
ル
シ
ス
テ
ム
の
概

要
や
準
備
、
術
中
の
使
用
方
法
、
術
後
の
取
り
扱
い
に
関
す
る
内
容
の

ビ
デ
オ
を
閲
覧
し
学
習
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
サ
ー
ジ
カ
ル
シ
ス
テ
ム

の
操
作
方
法
や
ド
レ
ー
ピ
ン
グ
の
仕
方
、
鉗
子
の
取
り
扱
い
や
ト
ラ
ブ

ル
シ
ュ
ー
テ
ィ
ン
グ
な
ど
実
際
の
手
術
で
手
術
室
看
護
師
が
担
当
す
る

場
面
を
イ
メ
ー
ジ
し
な
が
ら
実
践
的
な
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
実
施
し
ま
し

た
。

　
こ
れ
ら
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
以
外
に
も
器
械
の
洗
浄
や
滅
菌
方
法
を
学

び
手
術
実
施
ま
で
に
準
備
・
練
習
を
重
ね
、
泌
尿
器
科
医
師
・
麻
酔
科

医
師
・
Ｃ
Ｅ
等
関
係
ス
タ
ッ
フ
を
交
え
て
の
ト
ー
タ
ル
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ

ョ
ン
を
2
回
実
施
し
た
後
、
初
症
例
に
臨
む
予
定
で
す
。

　
６
月
16
日（
木
）、職
員
向
け
ダ
ビ
ン
チ
内
覧
会
が

開
催
さ
れ
、約
２
０
０
名
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

　
医
師
・
看
護
師
な
ど
の
医
療
職
だ
け
で
な
く
、事

務
職
員
も
数
多
く
参
加
し
、実
際
に
機
器
を
使
っ
て

の
操
作
体
験
を
行
い
ま
し
た
。

【
ダ
ビ
ン
チ
操
作
体
験
を
終
え
た
医
師
の
感
想
】

●
操
作
性
が
良
く
、思
っ
て
い
た
よ
り
ス
ム
ー
ズ
に
で
き
た
。

●
非
常
に
細
か
い
動
き
ま
で
綺
麗
に
見
え
て
感
動
し
た
。

開
催
し
ま
し
た

内
覧
会

臨
床
工
学
技
術
課
長　
勝
野 

寿
人

臨
床
工
学
技
士

手
術
室
看
護
係
長　
根
岸 

京
子

手
術
室
看
護
師
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常
備
救
護
班
要
員
任
命
式
を
開
催
し
ま
し
た

　

令
和
４
年
６
月
14
日（
火
）に
常
備
救
護
班
要

員
任
命
式
が
執
り
行
わ
れ
、今
年
度
は
新
た
に
６

名（
医
師
１
名
・
看
護
師
長
１
名
・
看
護
師
2
名
・

主
事
１
名
・
薬
剤
師
１
名
）が
任
命
を
受
け
ま
し

た
。

　
埼
玉
県
は
、高
齢
者
施
設
や
医
療
機
関
に
お
い
て
ク
ラ
ス
タ
ー
が
発
生
し
た
場
合
に
備

え
、感
染
拡
大
防
止
を
図
る
た
め
専
門
家
で
構
成
さ
れ
た
対
策
チ
ー
ム（
Ｃｏｒｏｎａ 

Ｖ
ｉ

ｒｕｓ 

Ｍｏ
ｂ
ｉ
ｌｅ 

Ａｓｓ
ｉｓ
ｔ 

Ｔｅａｍ
＝
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｍ
Ａ
Ｔ
）を
令
和
２
年
８
月
に
組

織
し
ま
し
た
。私
は
組
織
設
立
当
初
か
ら
こ
れ
に
参
加
し
、派
遣
依
頼
に
応
じ
て
計
12
回
出

動
し
て
い
ま
す
。

　
構
成
メ
ン
バ
ー
は
医
師
、感
染
管
理
認
定
看
護
師
、保
健
師
、業
務
調
整
員
と
な
っ
て
お

り
、県
内
福
祉
施
設
や
療
養
型
医
療
機
関
な
ど
で
１
人
以
上
の
感
染
が
確
認
さ
れ
、拡
大
の

お
そ
れ
が
あ
る
場
合
、出
動
要
請
が
か
か
り
ま
す
。

　
活
動
内
容
は
、

　
ア　
患
者
等
発
生
施
設
に
お
け
る
入
所
者
や
施
設
職
員
等
の
医
療
情
報
の
収
集

　
イ　
施
設
内
に
お
け
る
有
症
状
者
の
ト
リ
ア
ー
ジ
と
ゾ
ー
ニ
ン
グ

　
ウ　
施
設
内
の
清
掃
・
消
毒
方
法
等
に
関
す
る
助
言
・
支
援

　
エ　
施
設
管
理
者
に
対
す
る
今
後
の
接
触
者
等
の
健
康
観
察
に
お
け
る
留
意
点
の
助
言

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

行
く
先
々
で
入
院
患
者
、
入
所
者
の
行
動
が
制
限
さ

れ
、
ス
ト
レ
ス
の
か
か
る
環
境
と
な
り
、
職
員
が
不
安
を

抱
え
な
が
ら
対
応
し
て
い
る
こ
と
を
目
の
当
た
り
に
し
ま

し
た
。
職
員
か
ら
も
感
染
者
が
出
て
お
り
、
職
員
の
不
足

で
疲
弊
し
て
い
る
様
子
も
う
か
が
え
ま
し
た
。
そ
の
よ
う

な
中
で
各
施
設
に
合
っ
た
ゾ
ー
ニ
ン
グ
や
、
職
員
が
休
め

る
場
所
の
確
保
を
行
い
、
事
業
が
継
続
で
き
る
よ
う
に
努

め
ま
し
た
。
職
員
が
減
り
、
通
常
よ
り
手
間
の
か
か
る
仕

事
を
こ
な
す
の
は
大
変
で
す
が
、
省
略
し
た
り
我
流
を
通

し
た
り
す
る
こ
と
な
く
、
皆
が
同
じ
よ
う
に
感
染
対
策
を

行
う
こ
と
が
通
常
に
戻
る
最
短
の
方
法
で
す
。

　
今
後
も
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｍ
Ａ
Ｔ
の
活
動
に
よ
り
地
域
の
感
染
拡

大
を
防
ぎ
、
皆
さ
ん
の
不
安
を
取
り
除
く
よ
う
努
め
て
参

り
ま
す
。
最
後
に
、
こ
の
よ
う
に
院
外
活
動
が
で
き
る
の

は
病
院
ス
タ
ッ
フ
の
ご
協
力
の
お
か
げ
で
す
。

常
備
救
護
班
と
は
･
･
･

ー
救
護
班
要
員
に
任
命
さ
れ
て
ー

◆
医
師（
班
長
）

　
　
加
藤 

正
樹

◆
薬
剤
師

　
大
須
賀 

健
次

　

日
本
赤
十
字
社
で
は
、災
害
が
発
生
す
る
と
救

護
班
を
派
遣
し
、救
護
所
の
設
置
、被
災
現
場
や

避
難
所
で
の
診
療
な
ど
を
行
い
ま
す
。来
る
べ
き

災
害
に
備
え
、平
時
よ
り
訓
練
や
研
修
な
ど
を
実

施
し
、医
療
救
護
活
動
が
円
滑
に
行
え
る
体
制
を

整
え
て
い
ま
す
。医
師
１
名
・
看
護
師
長
１
名
・
看

護
師
２
名
・
薬
剤
師
１
名
・
主
事（
事
務
系
職
員

等
）２
名
の
計
７
名
を
１
班
と
し
て
お
り
、当
院

で
は
３
個
班
を
常
備
し
て
い
ま
す
。

　

恥
ず
か
し
な
が
ら
、災
害
と
い
わ
れ
て

も
私
は
東
日
本
大
震
災
な
ど
今
で
も
ニ
ュ

ー
ス
で
よ
く
見
る
も
の
し
か
す
ぐ
に
は
思

い
浮
か
び
ま
せ
ん
。東
日
本
大
震
災
の
時

は
高
校
生
で
し
た
。そ
の
時
に
ど
ん
な
医

療
が
行
わ
れ
て
い
た
の
か
知
り
ま
せ
ん
で

し
た
。こ
の
度
、救
護
班
要
員
に
任
命
頂

き
、災
害
医
療
に
関
し
て
少
し
で
も
多
く

の
知
識
と
経
験
を
得
て
、誰
か
の
役
に
立

て
る
よ
う
に
精
進
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
は
日
赤
と
い
う
組
織
に
在
籍

し
て
い
な
が
ら
、災
害
時
の
活
動
に
つ
い

て
考
え
る
こ
と
が
正
直
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。今
回
こ
の
様
な
機
会
を
頂

き
、災
害
時
で
の
役
割
に
つ
い
て
理
解
し
、

行
動
で
き
る
よ
う
学
び
た
い
と
思
い
ま

す
。ご
指
導
の
ほ
ど
、よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

幹部職員と任命を受けた救護班要員

▲施設で対応にあたる宮嶋医師（写真一番左）

埼
玉
県
ク
ラ
ス
タ
ー
対
策
チ
ー
ム（
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｍ
Ａ
Ｔ
）

活
動
に
参
加
し
て

第
二
内
科
部
長　
　
宮
嶋 

玲
人
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救護班要員研修会に
　　　　当院の職員が参加しました

－社会課－
　日本赤十字社の救護活動は、災害が発生し、救護活動が必要と判断される場合や、被災地となった都道
府県等から要請があった場合に、その都道府県にある支部を主体として実施します。支部は、ただちに救
護班等を被災地に派遣し、他の救護団体と協力しながら救護所の設置、被災現場や避難所での診療、ここ
ろのケア活動などを行います。

これらの活動を円滑に、かつ効果的に実施するために必要な技術や知識を習得し、救護班要員としての
更なる質的向上を図ることを目的として、日本赤十字社埼玉県支部が中心となり、皆野町のホテル「いこ
いの村ヘリテイジ美の山」の協力のもと毎年開催しています。

新型コロナウイルス感染症の流行により、一時開催中止となっていましたが、感染に留意し、感染管理
責任者（医師）を配置し、研修会受講者及びスタッフ全員の徹底した感染管理のうえで令和４年６月 22
日～ 24 日の３日間にわたり開催することができました。

ここで、その研修会の一部をご紹介させていただきます。

救護班要員として任命されたものの、救護に関する研修には一度も参加したことがなく、実際の
災害現場での救護には心配がありました。今回研修に参加したことで、災害救護において必要な知識・
実技を習得できただけでなく、コミュニケーションの大切さ、多職種連携の大切さも痛感しました。
この経験を自部署にも還元していきたいと思います。

３日間の研修に参加して ６階北病棟師長　茂木 えり子

▲基礎行動

▲トリアージの実習

▲グループワーク ▲３日間の集大成、総合演習

▲職種別、無線・衛星携帯電話の使用実習

▲救護所設営訓練 ▲テントを立てた後の救護所内設営
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外 科 医 師 の１日
～当院のスタッフの「とある１日」をご紹介します～

密着取材！

新田　宙
ニ ッ タ ヒロシ

外科医師
（第一外科部長）

当院の外科診療について・・・
　消化管外科（食道・胃・小腸・大腸）、肝胆膵外科などの領域の手術だ
けでなく、検査や外科手術以外の治療も幅広く行っています。胃がん、
大腸がんや食道がんに関しては、患者さんの負担の低い腹腔鏡手術に
も精力的に取り組んでいます。また、今秋からは手術支援ロボット（ダ
ビンチ）を用いた手術を開始する予定です。

カンファレンスにおいては、個々の症例の検討
だけでなく、研修医に対する指導も行います。

外来では、術後の経過
観察や、外来化学療法
室を利用した抗がん
剤治療を行っていま
す。

口から十二指腸まで内視鏡を挿入し、更に
その先端から膵管・胆管の中にカテーテル
を入れ、造影剤を注入した後X線撮影する、
ERCP検査を行いました。
ERCP検査に引き続き、悪性胆道狭窄に対
するステントの挿入や結石の除去といった
治療を行っています。

＊ERCP:内視鏡的逆行性胆管膵管造影

この日の午前中は、胆石症の患者さんに対
し、低侵襲で入院期間も短い腹腔鏡下胆嚢切
除術を行い、午後には、胃がんの患者さんに
腹腔鏡下噴門側胃切除術を行いました。

　日本肝胆膵外科学会高度技能指導医・日本内視鏡外科学会技術認定医と
して、最先端の外科手術を提供できるよう努力を続けたいと考えています。
　また今秋には、手術支援ロボット（ダビンチ）を用いた胃がん手術の一例目
を行う予定ですが、今後はダビンチ手術の対象を膵臓腫瘍や食道がんにも
広げていければと思っています。

チーム医療への取り組みとして、毎月３回開
催されるNST*委員会にも参加しています。
ここでは、医師・看護師・薬剤師・管理栄養士・
事務等様々な職種が集まり、それぞれの専門
知識を活かして、栄養管理が必要な患者さん
の栄養状態を良くするためのプランを考え
ています。
＊NST: 栄養サポートチーム（Nutrition Support Team）の略称

当日手術を行う患者
さんの元へ直接赴き、
会話等を通して状態
を確認します。

7：30

8：30

9：00

10：00

16：00

手術のある
火曜日・金曜日

外来のある
水曜日・木曜日

手術前病棟回診

腹腔鏡下手術を実施

外科系カンファレンスに参加 外科外来にて診察

ＥＲＣＰ*検査を実施

肝胆膵系のがんや食道がんの手術も行っ
ています。手術時間が８時間を超えること
も珍しくありません。

新田先生から今後の展望について

チーム医療への取り組み

患者さんからの声
優しく親切で気さくな
先生なので、安心して受
診することができます。
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６月 13 日（月）、当院の長谷川修一副院長が、母校である埼玉県立
熊谷高等学校を訪問し、医学部など医療系に進学を希望する生徒たち
20 数名に講話を行いました。これは同校からの希望があったことで
実現したイベントです。
長谷川副院長は、地域における当院の役割や救急医療の実際、特に

専門領域である循環器疾患の病態、造影検査やカテーテル治療のこと、
突然の胸痛で倒れた人に遭った場合の初期救命の大切さなどを高校生
に伝えました。

講話の最後には参加者に「医療者として人に感謝されることは何事にも
代えがたい喜びであり、医師として仕事を続けてきたモチベーションにな
っている」「高校生の皆さんには何かに必死に取り組んで欲しい」とメッセ
ージを贈りました。
高校生からは「医学部に入ったあとの学生生活について」「先生の高校生

のころの学習習慣」など具体的な質問が寄せられました。
県北部は医療環境が整っていない地域であり、地元で医師を志す高校生

に対し、医療者がその仕事の重要性や、やり甲斐を伝える非常によい機会
となりました。

医療を志す高校生へメッセージ
～長谷川副院長、母校「熊谷高校」での講話を実施～

株式会社渋沢様より
車椅子をご寄贈いただきました

　６月28日（火）、株式会社渋沢（本社：本庄市）様より、ノーパンクタイヤ車椅子10台をご
寄贈いただきました。渋沢様からのご寄贈は、昨年に続き２回目となります。
　当日は坂本社長が当院にお見えになり、直接お届けいただきました。また、後日行われた
贈呈式では、渋澤和廣会長と当院の伊藤院長で和やかな歓談が交わされました。
　車椅子は、当院をご利用される方に使用していただく予定です。誠にありがとうございま
した。

渋澤和廣会長と伊藤院長 （写真左から）
  関口様、坂本社長、丸山事務部長

ご寄贈いただいた車椅子
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地 域 医 療 連 携 だ よ り

深谷赤十字病院は地域との医療連携に努めています。
　当院は、初期診療や慢性の継続診療などは、「かかり
つけ医」の先生に診ていただき、専門的な検査や診察、
また入院が必要な治療は病院が受け入れるという役割分
担を行っており、地域の皆様が継続して適切な医療が受
けられるような体制を維持しています。

　毎号、医療連携にご協力いただいている医療機関を順
次ご紹介しています。

上野医院

住 所

電 話

院 長

医 師

診 療 科

休 診 日

診 療 時 間

〒366-0810 深谷市宿根706-1

048-573-7310

上野 達雄

上野 学

内科、小児科、呼吸器内科、アレルギー科

日曜、祝日、水曜、土曜午後

午前９時～午後１時　午後３時～６時

住 所
電 話
院 長
副 院 長
診 療 科
休 診 日
診 療 時 間

〒366-0824 深谷市西島町2-2-2
048-551-8410
橋本 信次
橋本 陽子
内科、外科、消化器内科、血液内科
日曜、祝日、木曜、土曜午後
午前９時～12時　午後３時～６時　

　地元深谷に開院して3年が経過しました。軽症な病気から専門的な医療を要する病気まで幅広い診療

を行っています。地域の皆様に安心して受診していただき、相談しやすいクリニック、ご本人やご家族に

もわかりやすい説明のできるクリニックを目指しております。

院長先生からのメッセージ

　当院は生活習慣病や感染症の治療など内科全般、小児一般診療の他に、呼吸器疾患・アレルギー疾患

など専門診療を行っております。各種予防接種、健康診断も実施しています。地域の皆様のため、安心感

のある医療を提供できる医院づくりをスタッフ一同目指しております。

院長先生からのメッセージ

はしもとクリニック
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＜地域の皆様へのご案内＞
　　当院を受診の際は、紹介状をご持参ください。
　当院受診の際（初診時）は、他の医療機関からの紹
介状（診療情報提供書）をご持参いただくことをお勧
めします。
　紹介状（診療情報提供書）をご持参いただいた場合
は、国が定める初診時選定療養費（医科 5,500 円・
歯科 3,300 円）のご負担がなくなります。

ヒデ歯科クリニック

住 所

電 話

院 長

診 療 科

休 診 日

診 療 時 間

〒360-0816 熊谷市石原1023-5

048-522-8241

佐藤 秀雄

歯科、矯正歯科、小児歯科、口腔外科

日曜、祝日、木曜

午前９時～午後１時　午後２時～６時

鳥塚歯科医院

住 所

電 話

院 長

診 療 科

休 診 日

診 療 時 間

〒369-1202 大里郡寄居町桜沢1095-5

048-581-1300

清水 敬

歯科

日曜、祝日、木曜

午前９時～12時　午後２時～６時30分

※土曜午後は５時まで

　0歳児のお子さまから、ご高齢の方への訪問歯科まで、地域拠点となる総合歯科を目指しております。

虫歯や歯周病を防ぐクリーニングは個室で行い、安心して通院していただけるよう、親切な対応を心が

けております。矯正治療・マタニティ歯科・口臭等まずはお気軽にご相談ください。

院長先生からのメッセージ

　当院では通院困難な方に訪問診療をおこなっております。また、お子さまから年配の方までご家

族の皆様が安心して受診できる医療機関を目指し、これからも地域医療に貢献できるように努力し

ていきたいと思います。

院長先生からのメッセージ
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基
本
方
針

親子ふれあい病院体験を開催します

2022年度 
チューリップサロンのご案内

深谷赤十字病院の理念と基本方針 深谷赤十字病院臨床研修の理念と基本方針
理　 念 理　 念

基
本
方
針

人道・博愛の赤十字精神のもと、地域の皆様の健康を守
り、信頼される医療を提供します

医師としての人格を涵養し、将来専門とする分野にかかわらず、医学および医療の果たすべき
社会的役割を認識しつつ、一般的な診療において頻繁にかかわる負傷または疾病に適切に対応
できる診療能力を身につける。

１　医療人として生命倫理を最大限尊重します

２　医療の質の向上に努めます

３　患者中心の医療を行います

４　地域との医療連携に努めます

５　災害救護と国際活動に貢献します

６　健全経営による働き甲斐のある病院を目指します

１　基本的診療能力の習得
　　臨床医として将来専門とする分野に関わらず必要な基本的診療能力を習得する。
２　患者の立場に立った医療を実践
　　医師として患者から人間としても信頼される思いやりの心を持った謙虚な医療人となり、患
　　者の立場に立った医療を実践する。
３　チーム医療の実践
　　チーム医療の大切さを理解して病院内の他職種と連携を密にしてコミュニケーションを取り
　　ながら安全な医療を提供する。
４　地域医療に貢献
　　地域の中核病院としての役割を理解し、地域医療に関心を持ち、地域医療の現場を経験する。
５　赤十字病院の責務や理解
　　赤十字病院として公的病院の責務や災害時における医療救護活動を理解する。
６　生涯学習の継続
　　質の高い医療を提供できるよう、生涯を通じて教育・学習を続ける態度と習慣を実践し、医　
　　療技術の習得に努める。また、後輩を育成することによって自らが学ぶ姿勢を有する。

　参加者の皆さまに大変ご好評いただいた「親子ふれあい病院体験」を、３年ぶりに開催することになりました！　小
学生とその保護者の方が、医療・看護・災害救護の体験をしていただくことができる企画です。皆さまのご参加をお待
ちしております！

〈日      時〉令和４年10月22日（土）
〈体験内容〉
①医療体験：手術時の結紮（糸結び）体験、 超音波検査の見学
②看護体験：沐浴の体験、救命処置（胸骨圧迫とAED操作）、
　　　　　  手洗い完成度体験
③災害学習：屋上ヘリポートの見学、防災食の試食（α米と
                 レトルト保存食など）
④そ の 他：管理栄養士による「食事と健康」 について
                 の講話、白衣・救護服を着用しての記念撮影

当院に通院していない方でもご参加いただけます。申し込みも不要です。みなさんの参加をお待ちしております。

【前回（令和元年10月）開催時の様子】

結紮（けっさつ）体験 エコー体験

詳しくは
当院ＨＰを

ご確認ください

がん患者さんと

ご家族のための

内　　容 担　　当

  9/15 抗がん剤治療に関するお話 尾川（がん化学療法看護認定看護師）

10/20 人生会議～もしもの時の話し合い 多田（がん看護専門看護師）

11/17 かわいい小物作り 都木（看護係長）

開　催　日：
場　　　所：
問い合わせ：

毎月第３木曜日　14時30分～（途中参加・退出可能です）
外来棟１階　相談支援センター（売店脇の通路を奥に進んでください）
048-571-1511（代）　多田（6287）

誰かに話を
聞いてもらいたい

悩んでいるのは
自分だけじゃ
ないんだね。

他の患者さんや
ご家族はどんな風に
過ごしているのかな？

12月以降の日程は次号以降でお知らせいたします


